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鹿
住
倫
世
商
学
部
教
授

（
中
小
企
業
経
営
・
企
業
家

活
動
）
の
論
文
が
エ
メ
ラ
ル

ド
社
「Emerald Literati 

Awards 
for 

Excellence 

2018

」
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
部
門
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Entrepreneurship

誌
に
お

い
て
年
間
最
優
秀
論
文
賞
を

受
賞
し
た
。

　
６
月
18
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
授
賞
式
が
行
わ
れ

た
。
受
賞
論
文
は「Institu

tional support

　and wo

men`s 
entrepreneurial 

self-efficacy

（
制
度
的

支
援
と
女
性
の
起
業
の
自
己

効
力
感
）」。
女
性
の
起
業
に

対
す
る
公
的
と
民
間
の
支
援

制
度
が
自
己
効
力
感
を
介
し

て
起
業
成
果
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
か
に
つ
い
て
調
査

し
た
結
果
を
論
じ
て
い
る
。

英
国
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
准
教

授
の
河
合
憲
史
氏
と
の
共
著

れ
る
編
集
顧
問

委
員
会
が
協
議

し
、
国
際
性
、

多
様
性
、
学
術

研
究
へ
の
貢
献

な
ど
の
評
価
を

行
う
。
鹿
住
教

授
は「
受
賞
は

大
変
光
栄
だ
。

ゼ
ミ
の
学
生
に

も
、
自
ら
の
論

文
を
書
き
上
げ

る
よ
う
勧
め
た

い
」
と
話
し
て

い
る
。

　

鹿

住

教

授

は
、
５
月
に
は
イ
ラ
ン
の
テ

ヘ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
女
性

起
業
家
に
関
す
る
国
際
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し
、
日

本
の
女
性
起
業
家
に
関
す
る

調
査
報
告
を
行
っ
た
。

で
、鹿
住
教
授
が
筆
頭
著
者
。

　
エ
メ
ラ
ル
ド
社
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
で
定
評
の
あ
る

英
国
学
術
出
版
社
。
本
賞
は

専
門
部
門
の
著
名
な
学
識
経

験
者
、
実
務
者
か
ら
構
成
さ

氏 名 所 属 職 名 研 究 課 題 名

基盤
研究Ｂ

三 枝 令 子 文 学 部 特任教授
日本国内で医師を目指す外国人を対象とし
た医学語彙教材開発のための総合的研究

澤  　 幸 祐
人 間 科
学 部

教授
目的的行動から習慣行動への遷移を支える
微視的理論と依存研究への応用

基盤
研究Ｃ

稲 田 十 一 経済学部 教授
援助供与国としての中国の台頭と国際援助
体制へのインパクトの分析

中 村 吉 明 経済学部 教授
ライドシェアリングの成功失敗５カ国のイン
スティテューショナル・イノベーション分析

塙　 武 郎 経済学部 教授
アメリカ学校区の予算編成・起債における
州学校資本補助金の役割と政府間財政関係

谷ヶ城秀吉 経済学部 准教授
戦前・戦後の商社組織と機能に関する連続と継承
の基礎的研究

榎 透 法 学 部 教授
日本におけるヘイト・スピーチ規制に関する
憲法学的考察

青 木 章 通 経営学部 教授
サービス業における顧客管理会計としての
レベニューマネジメントの研究

伊 藤 和 憲 商 学 部 教授 インタンジブルズと企業価値に関する研究

谷 守 正 行 商 学 部 准教授 管理会計に対するＡＩの適合性研究

苅 谷 愛 彦 文 学 部 教授
大規模斜面崩壊の高精度編年に向けた第四
紀地質学と酸素同位体比年輪年代学の挑戦

中 林 隆 之 文 学 部 教授
請来典籍の集積・活用からみた古代王権の
「知」の統合策に関する総合的研究

濱 松 純 司 文 学 部 教授
形態・統語のインターフェイスにおける英
語動詞由来複合語に関する研究

上 平 崇 仁
ネットワーク
情 報 学 部

教授
態度形成のプロセスに着目した 教育者向
けデザイン学習プログラムの開発

野 村　 亮
ネットワーク
情 報 学 部

教授
未知パラメータを含む情報源符号化問題に
対する情報スペクトル的アプローチ

田 代 亜 紀
法 務
研 究 科

教授
多様化する「家族」に憲法学はどのように向
き合うか――公私二分論批判、婚姻の自由

伊集院葉子
人文科学
研 究 所

特　 別
研究員

日本古代における律令官僚制と女官制度成
立に関する研究

若手研究 河 野 敏 鑑
ネットワーク
情 報 学 部

准教授
企業における健康の決定要因および企業業
績との関係についての経済学的考察

氏 名 所 属 職 名 刊 行 物 の 名 称

研究成果
公開促進費
〈学術図書〉

志賀美和子 文 学 部 教授 近代インドのエリートと民衆

　2018年度の科学研究費助成事業（科研費）に新規採択

された専修大学の研究は基盤研究Ｂ・Ｃ、若手研究の計

18件と、研究成果公開促進費〈学術図書〉の１件（下表

参照）。今号から新企画「知の発信―科研費採択研究か

ら」で、研究内容や研究者の横顔を随時紹介する。

2018年度新規採択一覧

　
専
門
は
学
習
心
理
学
で
す
。
こ
の
場
合
の
学
習

は「
経
験
に
よ
っ
て
行
動
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
」

を
指
し
ま
す
。

　
人
間
で
も
動
物
で
も
、
行
動
し
て
い
い
こ
と
が

あ
れ
ば
そ
の
行
動
は
増
え
る
し
、
い
や
な
こ
と
が

起
こ
れ
ば
減
る
。
最
初
の
う
ち
は
行
動
に
目
的
が

あ
る
。
と
こ
ろ
が
次
第
に
目
的
が
失
わ
れ
て
、
行

動
が
習
慣
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
往
々
に
し
て

あ
り
ま
す
。

　
メ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
ス
マ
ホ
を
見

る
、
こ
れ
は
目
的
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
何
を

す
る
わ
け
で
も
な
く
ス
マ
ホ
を
い
じ
る
よ
う
に
な

る
。
た
ば
こ
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
で
も
、
目
的

が
あ
る
行
動
か
ら
習
慣
行
動
に
な
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
依
存
に
な
る
。
依
存
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
対

処
法
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

今
回
、
科
研
費
に
採
択
さ
れ
た
研
究
は
、
目
的
行

動
か
ら
習
慣
行
動
へ
の
移
行
を
、
人
間
と
動
物
を

使
っ
て
実
験
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
さ
ら
に
、
習
慣
行
動
に
変
化
さ
せ
な
い
で
い

ら
れ
る
か
、
習
慣
行
動
を
目
的
行
動
に
戻
す
こ
と

が
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
追
究
。
早
稲
田
大
、
明

星
大
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
行
動
の
習
慣

化
と
依
存
の
プ
ロ
セ
ス
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
心
理
学
科
は
徹
底
し
た
少
人
数
制
で
教
員

の
専
門
分
野
も
多
彩
、
教
育
の
濃
度
が
非
常
に
高

い
。
学
習
心
理
学
ゼ
ミ
で
は
企
業
や
他
大
学
と
共

同
研
究
を
多
数
行
っ
て
お
り
、
学
生
が
興
味
の
あ

る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
馬
術
部
の
協
力
を
得

て
ウ
マ
の
研
究
や
、
ゾ
ウ
の
あ
く
び
は
う
つ
る
の

か
と
い
う
研
究
を
し
た
学
生
も
い
ま
す
。

　
私
は
最
初
、
心
理
学
に
ま
っ
た
く
興
味
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
学
３
年
の
集
中
講
義
で
学

習
心
理
学
の
面
白
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。
学
習
心

理
学
の
目
的
の
一
つ
は
、
い
い
行
動
を
増
や
す
こ

と
。
今
で
き
な
い
こ
と
で
も
学
習
す
る
こ
と
で
変

わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
生
を
プ
ラ
ス
し
て
い
く

「
希
望
の
学
問
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

行動の習慣化と依存を解明

（
さ
わ
・
こ
う
す
け
）
　
関
西
学
院
大
学
文
学
研
究

科
心
理
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
修
得
退
学
。
博

士
（
心
理
学
）。
専
門
は
実
験
心
理
学
（
学
習
心
理

学
、比
較
認
知
科
学
）。

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

 

澤
　
幸
祐

人
間
科
学
部
教
授

ソーシャル・ウェルビーイング研究センター

　
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ

ー
（
研
究
代
表

原
田
博
夫

経
済
学
部
教
授
）
は
ソ
ウ
ル

国
立
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
と

の
共
催
で
、
第
４
回
国
際
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
６
月
29
、

30
の
両
日
、
同
研
究
所
施
設

で
開
催
し
た
。
こ
の
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
は
日
本
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
、
城
南
信
用
金
庫

か
ら
後
援
を
得
た
。

　
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
テ
ー

マ
は
「
ア
ジ
ア
的
文
脈
に
お

け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
‥
比
較
の
視
点

か
ら
」。
こ
れ
ま
で
本
セ
ン

タ
ー
で
は
、
人
々
は
ど
の
よ

う
な
社
会
的
条
件
に
よ
り
幸

福
（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）

に
な
る
か
、
ア
ジ
ア
７
カ
国

・
地
域（
日
本
、
韓
国
、
台
湾
、

ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
、フ
ィ
リ
ピ

ン
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
調

査
結
果
を
分
析
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
分
析
は
主
に
各

国
地
域
を
個
別
に
取
り
上
げ

た
も
の
が
中
心
だ
っ
た
が
、

こ
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は

７
カ
国
地
域
す
べ
て
を
対
象

に
し
た
包
括
的
な
視
点
か
ら

の
分
析
が
行
わ
れ
た
。

　
全
体
と
し
て
、
経
済
的
に

は
十
分
に
発
展
し
て
い
な
が

ら
も
幸
福
度
の
低
い
東
ア
ジ

ア
地
域
（
日
本
、
韓
国
、
台

湾
）
と
、
発
展
途
上
に
あ
り

経
済
成
長
の
余
地
が
十
分
に

あ
る
が
幸
福
度
の
高
い
東
南

ア
ジ
ア
地
域
（
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
）
と
い
う
違
い
が

浮
き
彫
り
に
な
り
、
経
済
成

長

幸
福
の
増
大
と
い
う
従

来
の
見
方
で
は
説
明
で
き
な

い
状
況
が
改
め
て
確
認
さ
れ

た
。
さ
ら
に
近
年
の
ア
ジ
ア

に
お
け
る
急
速
な
経
済
発
展

と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
社
会
的

分
断
を
生
み
出
し
て
い
る
状

況
も
提
示
さ
れ
、
不
幸
や
格

差
を
生
み
出
さ
ず
に
社
会
を

発
展
さ
せ
る
枠
組
み
を
考
え

る
た
め
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
い
う
概

念
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
再

確
認
さ
れ
た
。

　
本
学
か
ら
の
登
壇
者
は
原

田
代
表
、
金
井
雅
之
人
間
科

学
部
教
授
、
嶋
根
克
己
同
教

授
、
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
の

矢
崎
慶
太
郎
。
１
日
目
の
参

加
者
は
発
表
者
を
含
め
54

人
、２
日
目
は
52
人
だ
っ
た
。

　
本
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
、
本
学
と
ソ
ウ
ル
国
立
大

学
ア
ジ
ア
研
究
所
の
協
力
の

も
と
、
ア
ジ
ア
社
会
を
理
解

す
る
こ
と
の
重
要
性
、
さ
ら

に
そ
の
た
め
の
包
括
的
な
調

査
体
制
を
樹
立
し
、
調
査
結

果
を
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
者
と
共
有
す
る
た
め
の
デ

ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
必
要

性
が
提
唱
さ
れ
た
。

　
前
日
に
は
、
国
際
交
流
組

織
間
協
定
機
関
の
韓
国
社
会

科
学
資
料
院
（
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｄ

Ａ
）
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
個
人
と
社
会
の
幸
福
に
関

す
る
調
査
と
ア
ジ
ア
の
デ
ー

タ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
が
ソ
ウ

ル
国
立
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所

の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

中
国
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国

に
お
け
る
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ

イ
ブ
の
現
状
が
紹
介
さ
れ
た

う
え
で
、
ア
ジ
ア
各
国
の
デ

ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
比
較
し

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
が
発
表
さ
れ
た
。
本
学
か

ら
は
金
井
教
授
が
本
セ
ン
タ

ー
の
調
査
デ
ー
タ
と
そ
の
分

析
例
を
一
般
の
聴
講
者
に
向

け
て
報
告
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
年
度

の
今
年
度
は
、
11
月
に
本
学

生
田
・
神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
国
際
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
予
定
し
て
い
る
。
専
修
大

学
が
ア
ジ
ア
全
体
の
社
会
的

・
学
術
的
状
況
の
な
か
で
大

き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。 

（
矢
崎
慶
太
郎
）

　
６
月
22
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ダ
ナ
ン
大
学
ダ
ナ
ン
経
済
大

学
の
学
長
ら
３
人
が
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
佐
々

木
重
人
学
長
ら
と
懇

談
し
た

写
真
。
ダ

ナ
ン
経
済
大
学
と
本

学
の
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
／
ア

ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン

タ
ー
（
研
究
代
表

小
林
守
商
学
部
教

授
）
は
、
２
０
１
５

年
３
月
か
ら
国
際
交

流
組
織
間
協
定
を
結

び
、
共
同
で
研
究
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

　
来
学
し
た
の
は
グ

エ
ン
・
マ
ン
・
ト
ア

ン
学
長
、
ボ
ー
・
チ

ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
経
済
大
学

学
長
ら
本
学
で
懇
談

・
ト
ゥ
イ
・
ア
イ
ン
副
学

長
、
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
グ
エ

ン
准
教
授
の
３
人
。
懇
談
に

は
小
林
研
究
代
表
、
矢
野
貴

之
経
済
学
部
教
授
、
松
木
健

一
専
務
理
事
も
加
わ
り
、
今

後
の
さ
ら
な
る
協
力
を
確
認

し
合
っ
た
。

エ
メ
ラ
ル
ド
社
最
優
秀
賞

鹿
住
商
学
部
教
授
の
論
文

賞
状
を
手
に
笑
顔
の
鹿
住
教
授（
中
央
）

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
研
究
室

ソウルで第４回国際コンファレンス

各国から一堂に会した参加者たち＝ソウル




